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教員養成（養護教諭一種）に関する情報 

１ 教員養成の目標及び当該目標を達成するための計画 

 

１）教員養成の目標 

本学は、看護実践の中で必要となるヒューマンケアの基本と技術を身につけ、患者

など看護の対象が遭遇した困難や諸問題の解決について、深い責任を感じ、常に創造

的に問題解決行動をとって活躍できる人を育成することを教育目標としている。この

教育目標のもと、本学が目指す養護教諭の姿を以下のように定めている。 

 

本学が目指す養護教諭の姿 

本学では、子どもの教育に関わる者としての使命感をもち、子どもや子どもと関わ

る人々との信頼関係を築く能力を養い、子どもが地域の中で安全で健やかに育つこと

を目指し、学校保健活動を中核になって展開できる養護教諭の育成を目指します。 

 

① 養護の実践に必要な基本技術と知識をもち、子どもの健やかな成長発達と学習を

保障する責任、高い倫理観に基づき、子どもが生涯を通じて地域社会の中で健康な生

活を実現する力を育成することができる。 

② 幅広い視野と複眼的な思考・判断力を身につけ、学び合い成長発達する子どもを

多面的に理解し、専門職として、子どもを総合的に判断できる。 

③ 子どもと保護者の本来持っている問題解決能力を支え、時代の変化に応じた課題

に対応し、創造的に、健康の保持増進および健康課題の解決に努めることができる。 

④  学校保健活動を推進するために、教育目標を理解し、教職員の健康意識を高め、

家族や地域社会の人々、保健・医療・福祉・教育等の関係機関と協働し、子どもの学

校生活に合わせて調整を行い、主体的に活動できる。 

 特に、子どもの健康増進や健康課題について地域保健との緊密な連携を図ることが

できる。 

⑤ 養護教諭の実践に求められる知識・技術に関して自己研鑽し専門能力の向上に努

め、学校保健活動の充実・改善に取り組むことができる。 

 

 

 ２）当該目標を達成するための計画 

看護学の基礎を体系的に学修する専門科目は、1 セメスターから一斉に開始する各

看護学の専門領域（地域基礎看護学・機能看護学・育成期看護学・成熟期看護学）の

概論から始まり、2～4 および 6 セメスターにおいて各領域の看護方法、5・6 セメス

ターにおいて領域別実習を履修する。このうち、育成期看護学実習では、医療・福祉
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施設および小・中学校等において実習を行う。 

専門関連科目（福祉学、保健学、人体・治療学、生活学）を 1～4 セメスターで履修

する。「日本国憲法（法と人権）」は福祉学に位置づけている。 

教養基礎科目（生涯体育、英語、情報）を 1～８セメスターで履修する。 

教職科目は、3 セメスターで「教育学概論」、4 セメスターで「教職概説（教育課程

の意義及び編成の方法を含む）」「道徳、特別活動及び総合的な学習の時間の理論と方

法」、6 セメスターで「養護概説１（養護教諭の役割）」「養護概説２（保健室活動）」

「教育の方法」「生徒指導論」「教育相談とカウンセリング」「特別支援教育論」、8 セメ

スターで「教職実践演習(養護教諭)」を履修する。 

7 セメスターでは、育成期看護学卒業研究Ⅰ（養護実習）、8 セメスターでは、育成

期看護学卒業研究Ⅱを履修する。小・中学校等及び特別支援学校において実習を行う。  

教職課程の履修については、1 セメスターにおいて履修全般に関するガイダンスを

実施する。また、学年別ガイダンスや育成期看護学の授業において、適時、情報提供・

説明を行う。 

※詳しくは「４年間の学修の進み方」をご参照ください。 

https://www.gifu-cn.ac.jp/nursing/R04_susumikata.pdf 

 

 

２ 教員養成に係る組織及び教員の数、各教員が有する学位及び業績並びに各教員が担

当する授業科目 

 

 １）教員養成に係る組織 

教務委員会及び教育の基礎的理解に関する科目等を担当する教員 4 名が連携し、

教員養成に係る情報の共有及び調整、学生へのガイダンスを実施する。 

養護教諭（一種）の養成課程に関する検討・調整は、養護教諭養成に係るワーキン

ググループが行う。 

 

 

 ２）教員養成に係る専任教員数 

養護に関する科目 33 人 

教育の基礎的理解に関する科目等 4 人 

大学が独自に設定する科目 11 人 

教育職員免許法施行規則第６６条の６に定める科目 2 人 

  

３）取得できる教員免許状 

養護教諭一種免許状 

https://www.gifu-cn.ac.jp/nursing/R04_susumikata.pdf
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 4）各教員が有する学位及び業績並びに担当する授業科目 

教授 准教授 講師 

石川 かおり 

梅津 美香 

大川 眞智子 

岡永 真由美 

奥村 美奈子 

小澤 和弘 

北村 直子 

名和 文香 

布原 佳奈 

橋本 麻由里 

藤澤 まこと 

布施 恵子 

古川 直美 

古澤 幸江 

松下 光子 

松本 訓枝 

山田 洋子 

宇佐美 利佳 

大森 裕子 

加藤 由香里 

河合 正成 

木村 正子 

葛谷 玲子 

長屋 由美 

阪野 きよみ 

船橋 眞子 

 

浅井 恵理 

足立 円香 

大井 靖子 

柴田 万智子 

宗宮 真理子 

髙橋 智子 

高橋 未来 

武田 順子 

原田 めぐみ 

堀田 将士 

堀 里奈 

松山 久美 

𠮷川 佳予子 

 

３ 教員の養成に係る授業科目、授業科目ごとの授業の方法及び内容並びに年間の授業

計画 

 

  1 年次 2 年次 3 年次 4 年次 

科

目

名

称 

 

教

育

の

基

礎

的

理

解

に

関

す

る

科

目

等 

・育成期看護方法５ 

（小児の成長発達を

支える看護） 

・生涯発達論 

 

・教職概説（教育課程

の意義及び編成の方

法を含む） 

・教育学概論 

・育成期看護方法７ 

（健康問題をもつ小

児の看護２） 

・道徳、特別活動及び

総合的な学習の時間

の理論と方法 

 

・特別支援教育論 

・教育の方法 

・生徒指導論 

・教育相談とカウン

セリング 

 

・教職実践演習（養護

教諭） 

・育成期看護学卒業

研究Ⅰ（養護実習） 

養

護

に

・保健学概論 

・環境保健学 

・育成期看護学概論 

・疫学方法論 

・健康管理論 

・育成期看護方法２ 

・養護概説１（養護教

諭の役割） 

・養護概説２（保健室

・機能看護方法４（包

括的マネジメント） 



4 

 

関

す

る

科

目 

・地域基礎看護方法

１（看護過程の展開

方法） 

・人体の物質交換シ

ステム 

・人間の環境応答シ

ステム 

・自己保存・種族保存

システム 

・地域基礎看護学概

論Ｃ 

・地域基礎看護方法

10（精神面の健康を

支える看護） 

・地域基礎看護学概

論Ａ 

・地域基礎看護方法

２（日常生活を支え

る基本技術１） 

・機能看護学概論 

・育成期看護方法３ 

（父性母性の発達と

健康を支える看護） 

・成熟期看護学概論 

・成熟期看護方法１

（成熟期保健医療福

祉活動の中で機能す

る看護） 

・成熟期看護方法２ 

（成熟期保健活動の

中で機能する看護） 

 

 

（育成期保健活動の

中で機能する看護） 

・地域基礎看護方法

５（治療に伴う援助

技術２） 

・食生活論 

・治療学概論 

・地域基礎看護方法

11（精神面の健康問

題をもつ人への看

護） 

・地域基礎看護方法

４（治療に伴う援助

技術１） 

・地域基礎看護方法

６（訪問看護の方法） 

・地域基礎看護方法

９（地域保健医療福

祉対策の中で機能す

る看護） 

・機能看護方法１（看

護情報とマネジメン

ト） 

・機能看護方法２（キ

ャリアマネジメン

ト） 

・育成期看護方法４

（出生にかかわる看

護） 

・成熟期看護方法３ 

（成熟期の健康問題

と看護１） 

・成熟期看護方法４ 

（成熟期の健康問題

と看護２） 

・成熟期看護方法５ 

（成熟期の健康問題

と看護 3） 

・成熟期看護方法６ 

（老年期生活援助看

護方法） 

・成熟期看護方法９ 

（成熟期看護技術演

習） 

 

活動） 

・地域基礎看護学実

習１（実践と理論の

統合１） 

・地域基礎看護学実

習２（看護実践） 

・地域基礎看護学実

習３（実践と理論の

統合２） 

・機能看護方法３（組

織とマネジメント） 

・成熟期看護学実習

１（実践と理論の統

合１） 

・成熟期看護学実習

２（看護実践） 

・成熟期看護学実習

３（実践と理論の統

合２） 

大

学

が

独

自

に

設

定

す

・地域基礎看護学概

論Ｂ 

・地域基礎看護方法

３（日常生活を支え

る基礎技術２） 

・地域基礎看護方法

７（地域を基盤とし

て展開する看護援助

の基本） 

・地域基礎看護方法

８（地区活動の展開

方法） 

・育成期看護方法１

（育成期保健医療福

祉活動の中で機能す

る看護） 

・育成期看護方法９

（育成期看護技術演

・育成期看護学実習

１（実践と理論の統

合１） 

・育成期看護学実習

２（看護実践） 

・育成期看護学実習

３(実践と理論の統

合２) 
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る

科

目 

・育成期看護方法８

（育成期看護技術演

習１） 

 

習２） 

教

育

職

員

免

許

法

施

行

規

則

第

66

条

の

６

に

関

す

る

科

目 

・生涯体育 

・英語Ⅰ（講読・記述） 

・英語Ⅱ（講読・記述） 

・情報と人間 

・情報処理演習 

・日本国憲法（法と人

権） 

・生涯体育実技Ⅰ（市

民スポーツ教室） 

・生涯体育実技Ⅱ（学

内プログラム） 

・英語Ⅲ（講読・記述） 

・英語Ⅳ（講読・記述） 

・英語Ⅴ（基礎会話） 

・英語Ⅵ（応用会話） ・英語Ⅶ（総合英語） 

・英語Ⅷ（総合英語） 

  ※履修時期については、状況によって変わることがあります。 

  ※授業科目ごとの授業の方法や内容は、シラバスをご参照ください。 

 

４ 卒業者の教員免許状の取得の状況 

 

卒業年度 人数 

令和７年度（2025 年度） 6 人 

令和 6 年度（2024 年度） ６人 

令和 5 年度（2023 年度） 5 人 

令和 4 年度（2022 年度） 5 人 

令和 3 年度（2021 年度） 4 人 

 

５ 卒業者の教員への就職の状況 

 

卒業年度 進路 

令和７年度（2025 年度） 養護教諭 4 人 

令和 6 年度（2024 年度） 養護教諭 4 人 

令和 5 年度（2023 年度） 養護教諭 4 人 

https://portal.gifu-cn.ac.jp/uprx/up/pk/pky001/Pky00101.xhtml?guestlogin=Kmh006
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令和 4 年度（2022 年度） 養護教諭 4 人 

令和 3 年度（2021 年度） 養護教諭 3 人 

 

６ 教員の養成に係る教育の質の向上に係る取組 

 

１）大学教員の資質向上に向けた取組 

(1)大学全体での資質向上に向けた取組 

・本学の FD 活動 

(2)教育の基礎的理解に関する科目担当教員の資質向上に向けた取組 

・学校現場で勤務している教員や教員経験者等からの学び 

教育の基礎的理解に関する科目等では、学校管理職（元学校管理職を含む）・養護教

諭経験者等を非常勤講師、授業協力者として招聘している。科目担当教員は、非常勤

講師、授業協力者との指導内容の検討の機会や授業を通して、児童生徒の実態や、学

校現場における取り組みについて理解し、養護教諭に必要な資質能力とは何かを学ぶ

機会としている。また、科目担当教員は、現職の養護教諭を対象とした研修会「看護

実践研究指導事業 養護教諭学びの会」を企画し運営している（年２回）。養護教諭や

養護教諭経験者を講師として招聘し、健康課題解決に向けた実践等の報告や子どもと

の関わり方等の演習を行っている。養護教諭として必要とされる実践力を身近で学ぶ

とともに、担当科目や実習指導を通して、学生につけるべき力を考える機会となって

いる。 

 

２）学生の養護教諭としての資質向上に向けた取組 

(1)学生が主体的に課題追究できるための学習過程の工夫 

・アクティブ・ラーニング型授業の展開 

教育の基礎的理解に関する科目等においては、アクティブ・ラーニングによりグル

ープワーク、学級通信・保健だより作成、ロールプレイ、模擬授業、事例検討、救急

法実技、討論等を展開し、学生の主体的な学修を促すよう工夫している。また、担当

教員間で、学生の学修や実習状況等の課題を情報共有し、指導内容を検討している。 

・学校管理職・養護教諭経験者等による演習を取り入れた授業の実施 

教育の基礎的理解に関する科目等においては、学校管理職（元学校管理職を含む）

養護教諭経験者等の非常勤講師、授業協力者による指導の機会を設けている。経験豊

富な講師から勤務校での工夫や体験に基づく具体的な実践を聞くことや対話形式によ

る進行を通して、学生が理論と実践をつなげ学びが深まるよう工夫している。 

・実習校におけるカンファレンスによる学習進捗状況の確認と実習記録による指導 

養護実習は、小・中学校等及び特別支援学校で行っている。実習期間中は、担当教

員が実習校を巡回し、指導養護教諭とともに学生の学習の進捗状況を確認している。

https://www.gifu-cn.ac.jp/about/introduction/fd-activities/
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学生が、主体的に実習目標の達成を目指して取り組めるよう指導養護教諭と連携し、

カンファレンスを定期的に実施したり、実習記録にコメントを書いたり、きめ細かな

指導をしている。 

(2)学生が 4 年間を見通して学びを進めるための取組 

・「養護教諭コースガイダンス」の開催（毎年 11 月） 

4 年次生が主体となって「養護教諭コースガイダンス」を運営している。案内は 1～

3 年次生に行い、希望者を対象に行っている。前半は、4 年次生が養護教諭コースの流

れや、養護実習の具体、教員採用候補者選考試験対策等についての説明を行っている。

後半は、学年ごとに分かれ、4 年次生から養護教諭選抜試験の実際や学修の進め方な

ど、より具体的な内容を直接聞く機会となっている。また、後半の交流を通して、4 年

次生と下級生がつながる機会にもなっている。 

 

(3)養護教諭としての実践力を高めるための取り組み 

・「養護教諭学びの会」への参加 

年 2 回本学で開催している「看護実践研究指導事業 養護教諭学びの会」は、養護

教諭・養護助教諭を対象とした研修会である。本会には、養護教諭を目指す学生も参

加し、現場で活躍する養護教諭の実践を学ぶ機会としている。 

・学校ボランティア活動の推奨 

 卒業後、学校に赴任した 4 月から保健室での子供たちへの対応が求められる。その

ため、より学校現場で生かすことができる実践力を育むために、実習校でのボランテ

ィア活動を推奨している。希望者は、大学の夏季休業や春季休業期間を利用し、日常

の保健室業務や学校行事の運営、就学時健康診断等に参加している。 

(4)学生が自身の課題に気づき、解決に向けて取り組めるための指導支援 

教職実践演習では、学生が自身の課題に気づき、解決に向けて取り組めるようポー

トフォリオを活用して指導している。また、学生が不安や悩みを抱えている場合は、

教員間で連携を図り、個に応じた支援を積極的に行っている。 

(5)教員採用候補者選考試験のための対策 

教員採用候補者選考試験については、学年別ガイダンス時に説明し受験までの見通

しをもたせている。また、卒業者も含め受験対策希望者に対しては、積極的にサポー

トを行っている。 

 

 


